


う不安を多くの住民が抱えていることがよくわかった。誰もが罹りうる病気ではあって

も、今は予防や治療が可能な時代になりつつあること、そのために早くから正しく理解

し、予防の取り組みに参画していくことが大切であることを感じとってもらうことが必

要であることを学んだ。アンケートにおいても、「希望を感じることができた。」「早く

予防事業を進めてほしい。」という記述が多く寄せられた。また「自分なりに地域でで

きることを考えたい。」等の意見も多く見られ、「認知症サポーター養成講座」としての

啓発の目的も果すことができた。 

今後も医師会の協力を得て、かかりつけ医の先生方とともに地域で啓発活動にも取り

組みたいと考えている。 

 

（２ 防への り  

スクリ ングの    

・ の健 チ ック ミ 化ゲ ム体 をセット  

鳥取大学 浦上克哉先生が開発されたタッチパネル式認知症スクリーニング機器（物

忘れ相談プログラム）を 4台購入し「脳の健康チェック」を実施している。 

単にスクリーニングのみを行うのではなく、個別に保健指導を組み合わせて不安を与

えることのないように配慮するとともに、15点満点中 13点以下の方を予防教室へ誘う

ようにした。また、ミニ講座として脳活性化のゲームを体験してもらうことで認知症予

防教室が楽しいものであることを伝え、先入観や抵抗感を取り除き、教室へ誘導しやす

いよう配慮した。 

     

（タッチパネル式     （質問をヘッドホンで聴きながら  （予防ゲーム体験で楽しむ参加者） 

スクリーニング機器）     画面をタッチして答える）              

                

           個別の保健指導を行う    必要に応じて予防教室へ誘う 

 

 

予 ひらめ  

   スリーＡの脳活性化ゲーム等を導入。「物忘れ相談会」参加者や脳の健康チェックで、

予防教室への参加が望ましいと思われる方に対して誘いかけを行い、サポーターも加わ

り、常時 20人ほどの規模で 2時間を過ごしている。 
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（ の人 家族 支える人材の 成・ づくり 

の人 支える ・・・ 

・介 予 い い サポ タ オレンジの会  

（介護予防いきいきサポーターとして登録。（11名)） 

 

宅老所への支援、認知症予防教室のサポート、認知症予防教室ＯＢ会の支援などで 

活躍中。オレンジの会では、月 1 回定例会(松阪公民館)を開催し、宅老所における介護

予防(認知症予防)教室の報告を行って情報交換をしたり、ひらめき教室やＯＢ会の運営

についての検討やスリーＡゲームの復習を行っている。 

 市の介護予防サポーターとしての位置づけであることや、内容が市の事業のサポート 

やその後の受け皿となっていることから、現在のところは市の担当者が毎回出席し、運

営の支援を行っている。 （写真はスリーＡ講師から研修を受けるオレンジ会メンバー） 

     

 

ポ タ の とキャラバン メイト支  

後述する地域資源マップについての取り組みが進むにつれ、サポーター養成講座も多

く展開されるようになった。平成 23年度末までに 5,000人のサポーター養成をめざして

いたが、設定した年度目標値を超えたため上方修正し 7,000 人としたところである。ま

た、いくつかの民生委員協議会から、「もう一度認知症を学びなおしたい。」という要請

が出たり、公民館講座の中に講座を組み込んでもらえるところが増えたりと、関心の高

まりが感じられるようになった。 

メイトの支援という点では、メイトを本事業の核となる人材と位置づけ、マップの骨

子検討やアイディア提供を求めてきたが、そのことで逆に本来の「サポーター養成講座

の講師役」という役割が不明瞭となり、講座の講師役が一部のメイトに限られてしまっ

ていた。事業の進捗状況をフィードバックするとともに、他のメイトの活動を伝えたり、

中には「こんなに楽しくやっている。」といった寸劇の披露や、うまく専門職とタイアッ

プしてやっている事例などの紹介をして、今後も地域づくりに積極的に関われるよう促

したい。 

職域においては、イオングループ(マックスバリュ中部)が県と協働して、各店舗従業

員を対象にサポーター養成講座を展開したのをはじめとして、百五銀行、第三銀行、商

店街連合会などでも講座開催が進み、サポーター講座の内容と併せて市の動についての

理解を求めることができてきた。 

 

マップ く へのアプ チ 

マップ作成を地域づくりのツールとして位置づけ、市全体の情報を掲載した共通版作

成後、各地域包括支援センターがそれぞれ設定した小エリアでマップづくりに着手した。 
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